筆者所蔵「汲古閣本『礼記註疏』 （存巻九・十） 」について--その書き入れを手がかりに by 洲脇 武志
七
三
筆
者
所
蔵
「
汲
古
閣
本
『
礼
記
註
疏
』（
存
巻
九
・
十
）」
に
つ
い
て
│
│
そ
の
書
き
入
れ
を
手
が
か
り
に
│
│
洲　
脇　
武　
志
こ
と
の
い
き
さ
つ
│
│
「
は
じ
め
に
」
に
代
え
て
　
筆
者
は
本
年
度
（
二
〇
一
九
年
度
）、
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
国
語
国
文
学
科
に
着
任
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
に
恩
師
で
あ
る
大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
の
山
口
謡
司
先
生
か
ら
、
餞
別
の
一
つ
と
し
て
、
今
回
取
り
上
げ
る
筆
者
所
蔵
「
汲
古
閣
本
『
礼
記
註
疏
』」（
存
巻
九
・
十
）」（
以
下
、「
私
蔵
本
」
と
称
す
）
を
い
た
だ
い
た
。
一
冊
の
み
の
零
本
で
あ
る
た
め
、
通
読
し
た
り
研
究
に
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
天
下
に
名
だ
た
る
「
汲
古
閣
本
」
で
あ
り
、
授
業
な
ど
で
実
際
に
学
生
諸
君
に
見
て
触
っ
て
も
ら
う
教
材
と
し
て
は
申
し
分
な
い
も
の
で
あ
る
。
山
口
先
生
よ
り
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
、
着
任
後
は
研
究
室
の
棚
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
　
着
任
か
ら
数
ヶ
月
、
研
究
室
の
整
理
も
一
段
落
し
た
あ
る
日
、
何
と
は
な
し
に
「
私
蔵
本
」
を
眺
め
て
い
る
と
、
い
く
つ
か
の
書
き
入
れ
が
目
に
つ
い
た
。
頂
戴
し
た
際
に
、
一
冊
全
て
に
わ
た
っ
て
点
が
打
た
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
な
り
の
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
初
め
て
そ
の
大
半
が
、
阮
元
本
と
そ
の
校
勘
記
を
参
照
し
た
文
字
の
校
勘
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
息
軒
生
云
」
で
始
ま
る
書
き
入
れ
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。「
息
軒
」
と
言
え
ば
、
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
儒
学
者
、
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
〜
一
八
七
六
）
が
ま
ず
想
起
さ
れ
よ
う
。
書
き
入
れ
の
「
息
軒
生
」
が
安
井
息
軒
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、「
私
蔵
本
」
の
書
き
入
れ
は
、
安
井
息
軒
に
関
わ
る
人
物
に
よ
る
も
の
で
、
息
軒
や
当
時
の
学
問
を
窺
い
知
る
手
が
か
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
つ
い
た
も
の
の
、
ど
う
に
も
そ
れ
を
検
討
す
る
手
段
を
思
い
つ
か
ず
に
い
た
。
　
そ
ん
な
折
、
本
学
科
の
伊
藤
伸
江
先
生
か
ら
斯
道
文
庫
で
閲
覧
す
る
書
籍
の
一
覧
を
提
出
し
て
欲
し
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
伊
藤
先
生
は
本
学
科
で
開
講
七
四
さ
れ
る
「
国
文
学
実
習
」
の
本
年
度
の
担
当
者
で
、
斯
道
文
庫
へ
の
見
学
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が
着
任
し
て
す
ぐ
に
斯
道
文
庫
の
見
学
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
覧
の
提
出
を
求
め
ら
れ
、
斯
道
文
庫
の
目
録
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
、
閲
覧
図
書
を
選
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
斯
道
文
庫
に
安
井
息
軒
旧
蔵
の
「
十
三
経
注
疏
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
「
十
三
経
注
疏
」
全
体
、
特
に
三
礼
部
分
に
は
息
軒
の
書
き
入
れ
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
斯
道
文
庫
に
て
数
多
く
の
貴
重
な
和
漢
書
と
と
も
に
、
息
軒
旧
蔵
の
『
礼
記
註
疏
』（
以
下
、「
安
井
本
」
と
称
す
）
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
再
度
斯
道
文
庫
に
て
「
安
井
本
」
の
調
査
を
行
い
、「
私
蔵
本
」
と
「
安
井
本
」、
両
書
の
書
き
入
れ
を
比
較
検
討
し
た
。
　
以
下
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、「
私
蔵
本
」
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
資
料
と
し
て
「
私
蔵
本
」
の
書
き
入
れ
を
翻
刻
し
、
文
末
に
附
し
て
い
る
。
　
な
お
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
斯
道
文
庫
の
堀
川
貴
司
先
生
を
始
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、「
私
蔵
本
」
を
調
査
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
本
学
科
の
伊
藤
伸
江
先
生
と
本
書
を
餞
別
と
し
て
筆
者
に
く
だ
さ
っ
た
大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
の
山
口
謡
司
先
生
に
も
御
礼
申
し
上
げ
る
。
一
、
筆
者
蔵
「
汲
古
閣
本
『
礼
記
註
疏
』（
存
巻
九
・
十
）」
に
つ
い
て
　
ま
ず
は
「
私
蔵
本
」
の
書
誌
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
て
お
き
た
い
。
○
『
礼
記
註
疏
』
六
十
三
巻
（
存
巻
九
・
十
）
一
冊　
覆
刻
汲
古
閣
刊
本
　
茶
色
表
紙
（
二
四
・
〇
×
一
五
・
五
糎
）、
小
口
に
「
禮
記
五
」
と
墨
書
あ
り
。
本
文
巻
頭
は
、「
禮
記
註
疏
卷
第
九
／
（
低
九
格
）
漢
鄭
氏　
註
／
（
低
九
格
）
唐
孔
穎
達
疏
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
「（
低
一
格
）
檀
弓
下
第
四
…
…
」
と
首
題
、
本
文
が
始
ま
る
。
左
右
双
辺
（
一
七
・
七
×
一
一
・
八
糎
）
九
行
二
十
一
字
、
注
小
字
、
疏
小
字
双
行
、
版
心
無
魚
尾
、「
禮
記
疏　
卷
之
幾　
汲
古
閣
」
と
刻
す
。
尾
題
は
、「
禮
記
註
疏
卷
第
九
終
」（「
終
」
は
小
字
）
と
あ
る
。
本
文
中
の
「
疏
」「
註
」
は
陰
刻
で
あ
る
。
本
文
巻
頭
の
下
に
「
奈
倉
氏
／
書
庫
印
」
の
印
が
あ
る
（
奈
倉
氏
に
つ
い
て
は
未
詳
）。
　
ま
た
、
巻
十
の
巻
頭
は
、「「
禮
記
註
疏
卷
第
十
／
（
低
九
格
）
漢
鄭
氏　
註
／
（
低
九
格
）
唐
孔
穎
達
疏
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
「（
低
一
格
）
檀
弓
下
」
と
首
題
が
あ
り
、
次
行
よ
り
「
公
叔
文
子
卒
…
…
」
と
本
文
が
始
ま
る
。
巻
九
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
禮
記
註
疏
卷
第
十
」
の
「
禮
記
」
部
分
は
補
刻
で
あ
る
。
　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
汲
古
閣
本
」
に
は
大
き
く
分
け
て
、
明
の
崇
禎
年
間
に
出
版
さ
れ
た
原
刻
本
と
、
清
の
嘉
慶
年
間
に
出
版
さ
れ
た
覆
刻
本
と
が
あ
り
、
こ
の
覆
刻
本
は
原
刻
本
を
精
確
に
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
七
五
封
面
が
無
け
れ
ば
そ
の
判
別
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
、
清
嘉
慶
年
間
の
覆
刻
後
印
本
で
あ
る
「
安
井
1
注本
」
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、「
安
井
本
」
は
「
禮
記
註
疏
卷
第
十
」
の
「
禮
記
」
が
欠
け
て
い
る
が
、「
私
蔵
本
」
で
は
補
刻
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
い
く
つ
か
の
文
字
が
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
私
蔵
本
」
は
、「
安
井
本
」
と
同
じ
く
清
の
嘉
慶
年
間
の
覆
刻
本
で
あ
り
、
か
つ
「
安
井
本
」
よ
り
後
に
刷
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
二
、
書
き
入
れ
の
比
較
　
で
は
、
こ
こ
か
ら
両
書
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
①
全
体
の
比
較
　
ま
ず
、
書
き
入
れ
の
総
数
で
あ
る
が
、「
私
蔵
本
」
は
全
部
で
１
８
８
箇
所
（
巻
九
に
９
２
箇
所
、
巻
十
に
９
６
箇
所
）、「
安
井
本
」
は
全
文
で
２
３
２
箇
所
（
巻
九
に
１
０
５
箇
所
、
巻
十
に
１
２
７
箇
所
）
で
、「
私
蔵
本
」
と
比
べ
る
と
「
安
井
本
」
は
書
き
入
れ
が
４
４
箇
所
多
か
っ
た
。
　
そ
し
て
、
肝
心
の
内
容
で
あ
る
が
、
両
書
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
僅
か
一
箇
所
を
除
い
て
そ
の
内
容
は
一
致
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
表
記
方
法
に
は
以
下
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
（
な
お
、
書
き
入
れ
の
翻
刻
の
凡
例
に
つ
い
て
は
文
末
の
「
附
録
：
【
翻
刻
】
筆
者
所
蔵
「
汲
古
閣
本
『
礼
記
正
義
』（
存
巻
九
・
十
）」
の
書
き
入
れ
」
を
参
照
）。
〔9 ‒2 ‒b
〕
【
私
蔵
本
】
與
惠
校
本
亦
【
安
井
本
】
惠
校
本
與
作
亦
〔9 ‒4 ‒b
〕
【
私
蔵
本
】
下
恐
惠
本
悪
【
安
井
本
】
惠
校
本
衰
恐
作
衰
悪
　
以
上
の
よ
う
に
、「
私
蔵
本
」
の
書
き
入
れ
は
、「
安
井
本
」
の
書
き
入
れ
と
表
現
が
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
②
「
息
軒
生
云
」
に
つ
い
て
　
次
に
「
私
蔵
本
」
に
見
え
る
「
息
軒
生
云
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
「
息
軒
生
云
」
は
、
全
部
で
十
箇
所
あ
る
が
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
安
井
本
」
の
当
該
箇
所
と
比
較
す
る
と
、
①
と
同
じ
く
表
記
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
一
致
し
て
い
た
（
傍
線
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）。
七
六
〔9 ‒2 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】
息
軒
生
云
鄭
以
疑
当
作
鄭
謂
【
安
井
本
】
鄭
以
阮
校
本
按
以
当
作
謂
〔9 ‒9 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】
息
軒
生
云
者
言
之
者
字
疑
当
移
南
字
下
○
當
作
阮
本
當
在
【
安
井
本
】 
衡
按
者
言
阮
校
本
同
疑
者
字
当
移
南
字
下
／
按
阮
校
本
作
当
在
此
本
在
誤
作
〔9 ‒10 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】
息
軒
生
云
今
疑
当
作
令
【
安
井
本
】
衡
按
今
阮
校
本
同
疑
当
作
令
〔9 ‒14 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】 
息
軒
生
云
據
正
義
總
論
孝
子
云
ゝ
爲
一
節
是
也
今
分
爲
二
十
節
毎
節
補
補
正
義
曰
三
字
皆
賤
儒
氏
所
妄
爲
耳
【
安
井
本
】 
衡
按
據
正
義
總
論
孝
子
云
ゝ
爲
一
節
是
也
今
分
爲
二
十
節
毎
節
補
補
正
義
曰
三
字
皆
賤
儒
氏
所
妄
爲
耳
〔10 ‒12 ‒b
〕
【
私
蔵
本
】 
息
軒
生
云
正
義
本
或
有
一
人
二
字
但
下
云
斃
二
人
則
一
人
二
字
当
定
爲
衍
文
【
安
井
本
】 
衡
按
正
義
本
或
有
一
人
二
字
但
下
云
斃
二
人
則
一
人
二
字
当
定
爲
衍
文
〔10 ‒14 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】 
息
軒
生
云
阮
本
襄
公
上
有
圏
然
依
据
正
義
此
一
節
論
諸
侯
失
禮
之
事
之
言
此
本
合
二
事
爲
一
節
也
【
安
井
本
】 
按
阮
校
本
襄
公
上
有
圏
然
依
据
正
義
此
一
節
論
諸
侯
失
禮
之
事
之
言
其
本
合
二
事
爲
一
節
也
〔10 ‒23 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】
息
軒
生
云
吉
当
作
志
【
安
井
本
】
吉
阮
校
本
同
按
当
作
志
〔10 ‒26 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】
息
軒
生
云
坎
以
阮
本
同
按
以
字
当
衍
【
安
井
本
】
坎
以
阮
校
本
同
按
以
字
当
衍
七
七
〔10 ‒36 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】
息
軒
生
云
据
経
大
夫
上
当
有
士
字
【
安
井
本
】
按
据
経
大
夫
上
当
有
士
字
〔10 ‒39 ‒b
〕
【
私
蔵
本
】
息
軒
生
云
者
字
当
衍
【
安
井
本
】
按
者
字
当
衍
　
以
上
の
よ
う
に
、「
私
蔵
本
」
書
き
入
れ
の
「
息
軒
生
云
」
が
、「
安
井
本
」
で
は
「
衡
按
」（
安
井
息
軒
の
名
）
や
「
按
」
と
書
か
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
内
容
に
違
い
は
無
か
っ
た
。
③
「
師
云
」
に
つ
い
て
　
な
お
、「
私
蔵
本
」
書
き
入
れ
に
は
、「
師
云
」
と
表
記
し
て
い
る
箇
所
が
以
下
の
よ
う
に
一
箇
所
あ
る
。
〔9 ‒39 ‒a
〕
【
私
蔵
本
】
師
云
所
疑
当
作
可
【
安
井
本
】
所
及
阮
校
本
同
按
所
疑
当
作
可
　
安
井
本
で
は
「
按
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
安
井
息
軒
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
両
書
の
書
き
入
れ
を
比
較
検
討
し
て
い
っ
た
が
、
表
記
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
、「
安
井
本
」
で
「
衡
按
」「
按
」
と
表
記
す
る
部
分
が
「
私
蔵
本
」
で
は
「
息
軒
生
云
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
両
書
の
書
き
込
み
は
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
近
し
い
関
係
に
あ
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
何
者
か
が
「
安
井
本
」
の
書
き
込
み
を
「
私
蔵
本
」
に
書
き
写
し
た
、「
私
蔵
本
」
の
旧
蔵
者
が
安
井
息
軒
と
『
礼
記
註
疏
』
を
会
読
し
た
際
に
息
軒
の
意
見
を
書
き
入
れ
た
、
と
い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
2
注る
。
ま
た
、
両
書
の
書
き
入
れ
の
数
量
差
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
安
井
本
」
の
書
き
入
れ
が
一
度
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
息
軒
が
「
安
井
本
」
に
あ
る
程
度
書
き
入
れ
を
し
た
段
階
で
、
何
者
か
が
「
私
蔵
本
」
へ
書
き
写
し
、
そ
の
後
、
息
軒
が
再
び
「
安
井
本
」
に
書
き
入
れ
た
と
推
定
さ
れ
3
注る
。
　
な
お
、「
私
蔵
本
」
書
き
入
れ
の
書
き
手
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
安
井
本
で
「
衡
按
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
、「
私
蔵
本
」
で
は
「
息
軒
生
云
」（
ま
た
は
「
師
云
」）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
が
手
が
か
り
と
七
八
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
問
題
も
含
め
て
引
き
続
き
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。
注
（
1
）  
高
橋
智
氏
「
安
井
家
の
蔵
書
に
つ
い
て
│
│
安
井
文
庫
研
究
之
二
」
の
「
目
録
編 
安
井
息
軒
旧
蔵
書
・
抜
抄
本
・
自
著
稿
本
」・「
解
説
編 
第
三
章 
第
一
節 
第
一
項 
唐
本
の
購
入
」（
以
上
は
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
五
輯
、
二
〇
〇
〇
年
に
所
収
）・「
書
目
編
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
六
輯
、
二
〇
〇
一
年
に
所
収
）、
及
び
『
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所 
斯
道
文
庫
貴
重
書
蒐
選 
図
録 
解
題
』（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
の
「
安
井
文
庫 
周
礼
註
疏
」
の
解
説
を
参
照
。
（
2
）  
『
慊
堂
日
暦
』（
東
洋
文
庫
版
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
安
井
息
軒
の
師
で
あ
る
松
崎
慊
堂
は
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
か
ら
『
礼
記
』
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
両
書
の
書
き
入
れ
は
こ
の
講
義
の
何
か
し
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
3
）  
会
読
の
記
録
で
あ
る
場
合
は
、
会
読
後
に
息
軒
が
再
び
書
き
入
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
﹇
補
記
﹈　 
本
稿
は
、
わ
ず
か
な
資
料
に
基
づ
い
た
甚
だ
心
許
な
い
推
測
と
、「
私
蔵
本
」
書
き
入
れ
の
翻
刻
を
収
録
す
る
に
止
ま
る
が
、
こ
れ
ら
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
安
井
息
軒
研
究
や
江
戸
儒
学
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
附
録
： 
【
翻
刻
】
筆
者
所
蔵
「
汲
古
閣
本
『
礼
記
正
義
』（
存
巻
九
・
十
）」
の
書
き
入
れ
○
凡
例　
 
書
き
入
れ
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
〔9 ‒1 ‒a
〕
は
、
そ
の
書
き
入
れ
が
書
か
れ
て
い
る
巻
数
・
葉
数
・
葉
の
表
裏
（a
・b
）
を
示
す
。
例
〔9 ‒1 ‒a
〕
↓
巻
九
の
一
葉
の
表
。
　
　
　
　
 
漢
字
は
可
能
な
限
り
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
翻
刻
し
た
。
そ
の
た
め
、
正
字
と
常
用
漢
字
が
混
在
し
て
い
る
。
〔9 ‒1 ‒a
〕
小
諸
本
作
中
此
本
疏
中
亦
作
中
〔9 ‒2 ‒a
〕
息
軒
生
云
鄭
以
疑
当
作
鄭
謂
七
九
〔9 ‒2 ‒b
〕
與
惠
校
本
亦
阮
校
本
堲
〔9 ‒3 ‒b
〕
一
本
早
〔9 ‒4 ‒a
〕
十
有
足
利
本
有
十
〔9 ‒4 ‒b
〕
時
惠
本
特
下
恐
惠
本
悪
〔9 ‒6 ‒a
〕
去
諸
善
本
告
〔9 ‒6 ‒b
〕
待
諸
本
時
〔9 ‒7 ‒b
〕
時
惠
本
特
〔9 ‒8 ‒b
〕
阮
本
無
之
字
○
必
先
去
冠
而
加
冠
惠
本
阮
本
作
必
先
免
〔9 ‒9 ‒a
〕
事
惠
本
由
詳
阮
本
祥
○
夫
人
阮
本
夫
入
息
軒
生
云
者
言
之
者
字
疑
当
移
南
字
下
○
當
作
阮
本
當
在
〔9 ‒10 ‒a
〕
由
阮
本
出
息
軒
生
云
今
疑
当
作
令
惟
足
利
本
推
無
主
字
〔9 ‒11 ‒a
〕
惠
本
喪
上
有
按
字
八
〇
〔9 ‒12 ‒a
〕
諸
善
本
私
心
作
利
心
在
下
起
而
不
私
下
〔9 ‒13 ‒b
〕
歸
祭
惠
本
除
〔9 ‒14 ‒a
〕
惠
棟
校
云
此
至
既
練
節
宋
本
合
爲
一
節
息
軒
生
云
據
正
義
總
論
孝
子
云
ゝ
爲
一
節
是
也
今
分
爲
二
十
節
毎
節
補
補
正
義
曰
三
字
皆
賤
儒
氏
所
妄
爲
耳
〔9 ‒15 ‒b
〕
浦
校
本
米
下
補
貝
字
璧
阮
本
碧
〔9 ‒16 ‒a
〕
微
足
利
本
徴
精
諸
本
旌
見
別
諸
本
可
別
足
利
本
奠
下
有
也
字
〔9 ‒16 ‒b
〕
衛
氏
集
説
無
下
焉
字
節
惠
本
銘
本
足
利
本
木
〔9 ‒17 ‒a
〕
喪
主
惠
本
桑
主
下
同
日
足
利
本
曰
〔9 ‒17 ‒b
〕
浦
云
故
衍
字
人
惠
本
甯
〔9 ‒18 ‒a
〕
惠
本
遂
下
有
廣
字
〔9 ‒19 ‒a
〕
丸
諸
本
九
八
一
〔9 ‒19 ‒b
〕
足
利
本
経
注
古
本
天
上
有
故
字
交
惠
本
接
〔9 ‒20 ‒a
〕
改
喪
阮
本
改
葬
〔9 ‒22 ‒a
〕
足
利
経
注
本
幣
下
有
帛
字
〔9 ‒22 ‒b
〕
在
惠
本
訰
衛
氏
集
説
案
作
蓋
〔9 ‒23 ‒a
〕
惠
本
無
又
雜
記
云
四
字
內
作
約
〔9 ‒23 ‒b
〕
衛
氏
集
説
無
者
字
相
字
惠
本
卒
下
有
哭
字
日
也
諸
本
多
日
本
〔9 ‒24 ‒a
〕
篇
惠
本
所
用
不
之
用
惠
本
謂
〔9 ‒24 ‒b
〕
惠
本
云
作
曰
衛
氏
集
説
云
焉
二
字
無
〔9 ‒25 ‒a
〕
廬
云
考
文
云
宋
本
無
士
字
或
是
無
云
字
下
又
士
喪
礼
大
斂
而
往
似
当
作
又
大
夫
士
既
殯
而
君
往
焉
〔9 ‒27 ‒a
〕
足
利
本
経
注
本
似
上
有
有
字
〔9 ‒27 ‒b
〕
既
足
利
本
記
面
目
惠
本
而
自
八
二
〔9 ‒28 ‒b
〕
爲
集
説
謂
〔9 ‒29 ‒a
〕
難
惠
本
讐
〔9 ‒29 ‒b
〕
母
諸
本
毋
〔9 ‒30 ‒b
〕
數
足
利
本
禮
〔9 ‒31 ‒b
〕
一
年
諸
本
年
一
反
諸
本
及
〔9 ‒32 ‒a
〕
足
利
本
二
體
間
有
个
字
〔9 ‒32 ‒b
〕
同
諸
本
司
疏
中
同
廬
云
當
同
此
同
亦
当
作
司
〔9 ‒33 ‒b
〕
惠
本
若
下
有
婦
字
上
足
利
本
正
〔9 ‒34 ‒a
〕
紀
惠
本
紇
〔9 ‒35 ‒b
〕
斬
阮
本
漸
〔9 ‒36 ‒a
〕
觸
阮
本
惠
本
戚
惠
本
之
謂
下
有
礼
生
二
字
〔9 ‒36 ‒b
〕
士
阮
本
十
八
三
喪
以
之
以
惠
本
及
故
使
之
故
惠
本
欲
遺
諸
本
遣
惠
本
生
下
有
者
字
〔9 ‒37 ‒b
〕
正
集
説
止
〔9 ‒38 ‒a
〕
大
官
阮
本
作
大
宰
下
宰
大
之
宰
作
此
者
足
利
本
耆
故
惠
本
則
○
歐
集
説
〔9 ‒38 ‒b
〕
足
利
本
所
求
上
有
有
字
心
惠
本
意
惠
本
及
之
下
有
貌
字
〔9 ‒39 ‒a
〕
師
云
所
疑
当
作
可
長
諸
本
言
〔9 ‒40 ‒a
〕
欺
阮
本
斯
〔9 ‒41 ‒a
〕
諸
本
作
騰
段
云
説
文
𠈪
送
也
卽
也
騰
非
是
〔9 ‒42 ‒b
〕
與
杜
之
與
惠
本
以
惠
本
秋
下
有
傳
字
〔10 ‒1 ‒a
〕
戌
石
経
嘉
靖
本
阮
本
戍
〔10 ‒1 ‒b
〕
若
惠
本
宋
本
君
〔10 ‒2 ‒a
〕
博
文
之
文
諸
本
聞
八
四
庶
人
諸
本
庶
子
〔10 ‒2 ‒b
〕
詣
惠
本
詢
〔10 ‒3 ‒a
〕
正
惠
本
止
阮
云
是
也
〔10 ‒3 ‒b
〕
正
諸
本
止
盧
云
首
足
見
上
篇
此
疏
內
亦
以
頭
首
爲
言
知
手
字
誤
秦
板
作
首
是
也
〔10 ‒4 ‒a
〕
盧
挍
手
改
首
足
利
本
襄
下
有
公
字
〔10 ‒5 ‒a
〕
集
説
所
以
下
又
有
以
字
足
利
本
作
所
以
可
以
此
之
者
母
阮
本
無
以
集
説
以
〔10 ‒6 ‒a
〕
惠
本
用
下
有
君
字
且
惠
本
上
謂
亦
作
亦
謂
齊
召
南
云
按
此
引
晋
趙
文
子
及
魯
孟
孝
伯
両
事
也
孝
伯
上
脫
魯
孟
二
字
〔10 ‒6 ‒b
〕
爲
阮
本
有
〔10 ‒8 ‒a
〕
誰
惠
本
寧
母
諸
本
毋
註
同
〔10 ‒8 ‒b
〕
儀
礼
惠
本
以
礼
〔10 ‒9 ‒a
〕
云
應
柱
但
環
阮
本
應
四
柱
但
瑑
〔10 ‒9 ‒b
〕
惠
本
所
以
下
又
有
以
字
八
五
惠
本
無
謂
用
二
字
〔10 ‒10 ‒b
〕
足
利
本
節
上
有
一
字
〔10 ‒11 ‒a
〕
魯
惠
本
侯
惠
本
錡
〔10 ‒11 ‒b
〕
足
利
本
無
曰
字
〔10 ‒12 ‒a
〕
諸
善
本
謂
作
商
殺
作
傷
焉
阮
本
也
阮
云
正
義
云
此
謂
呉
師
既
走
而
後
逐
之
故
云
又
及
一
人
云
云
据
是
疑
正
義
本
及
下
有
一
人
二
字
〔10 ‒12 ‒b
〕
息
軒
生
云
正
義
本
或
有
一
人
二
字
但
下
云
斃
二
人
則
一
人
二
字
当
定
爲
衍
文
盜
賊
伏
隱
惠
本
作
今
此
云
陳
四
字
阮
本
闕
毛
本
以
意
補
之
耳
〔10 ‒13 ‒a
〕
昔
阮
本
皆
〔10 ‒13 ‒b
〕
成
阮
本
戎
〔10 ‒14 ‒a
〕
惠
本
無
人
字
阮
本
奔
之
下
有
義
字
息
軒
生
云
阮
本
襄
公
上
有
圏
然
依
据
正
義
此
一
節
論
諸
侯
失
禮
之
事
之
言
此
本
合
二
事
爲
一
節
也
〔10 ‒14 ‒b
〕
荊
言
盧
云
当
依
注
改
荊
爲
州
〔10 ‒15 ‒b
〕
恕
阮
本
怨
八
六
〔10 ‒17 ‒a
〕
各
本
子
上
有
孺
字
惠
本
岳
本
嘉
靖
本
上
作
而
〔10 ‒19 ‒b
〕
自
諸
本
同
此
本
誤
白
焉
而
阮
本
焉
曰
謂
阮
本
爲
〔10 ‒20 ‒a
〕
爲
諸
本
謂
○
経
注
古
本
説
下
又
有
説
字
〔10 ‒20 ‒b
〕
浦
挍
殯
改
凡
阮
云
浦
校
是
也
賈
景
伯
云
言
凡
非
一
之
義
〔10 ‒21 ‒a
〕
爲
阮
本
謂
〔10 ‒21 ‒b
〕
日
惠
本
曰
〔10 ‒22 ‒b
〕
惠
挍
本
上
有
有
字
人
焼
惠
本
宋
監
本
作
火
焼
惠
本
集
説
虧
作
殷
石
経
惠
本
宋
監
本
子
路
作
子
貢
〔10 ‒23 ‒a
〕
息
軒
生
云
吉
当
作
志
賢
下
経
注
本
有
者
字
〔10 ‒25 ‒b
〕
惠
本
宋
本
宋
監
本
岳
本
嘉
靖
本
示
作
亦
〔10 ‒26 ‒a
〕
息
軒
生
云
坎
以
阮
本
同
按
以
字
当
衍
惠
本
阮
本
示
作
亦
下
故
云
示
節
同
之
須
諸
善
本
猶
〔10 ‒26 ‒b
〕
觀
惠
本
覲
下
同
八
七
市
諸
本
誤
帀
〔10 ‒27 ‒b
〕
此
居
七
字
惠
本
作
此
是
使
致
之
辭
也
惡
惠
本
應
〔10 ‒28 ‒a
〕
有
惠
本
存
二
十
諸
本
三
十
〔10 ‒29 ‒a
〕
注
先
服
宋
監
本
岳
本
嘉
靖
本
惠
本
亦
作
先
病
足
利
本
経
注
本
棺
字
下
有
之
字
足
利
本
阮
本
先
服
作
先
病
〔10 ‒29 ‒b
〕
十
阮
本
士
〔10 ‒31 ‒a
〕
試
阮
本
弑
〔10 ‒31 ‒b
〕
阮
本
作
歐
下
同
此
本
不
成
字
〔10 ‒33 ‒a
〕
國
名
諸
本
國
民
〔10 ‒33 ‒b
〕
母
阮
本
毋
〔10 ‒34 ‒a
〕
敬
諸
本
多
恭
〔10 ‒34 ‒b
〕
斯
惠
本
私
〔10 ‒36 ‒a
〕
惠
本
既
上
有
故
字
息
軒
生
云
据
経
大
夫
上
当
有
士
字
八
八
〔10 ‒37 ‒b
〕
求
惠
本
來
質
惠
本
實
足
利
本
襄
公
上
有
晋
字
〔10 ‒38 ‒b
〕
石
経
惠
本
宋
監
本
岳
本
嘉
靖
本
出
下
有
諸
字
〔10 ‒39 ‒a
〕
云
惠
本
言
廬
云
曰
字
衍
植
惠
本
權
惠
本
無
者
字
〔10 ‒39 ‒b
〕
息
軒
生
云
者
字
当
衍
惠
本
無
口
者
之
者
〔10 ‒40 ‒a
〕
惠
本
大
作
去
浦
云
料
当
科
字
誤
者
惠
本
焉
〔10 ‒40 ‒b
〕
𪗋
諸
本
多
作
齊
五
經
文
字
云
𪗋
説
文
𪗋
経
典
相
承
隸
省
今
経
文
多
備
齊
字
代
之
惠
本
岳
本
嘉
靖
本
多
服
下
有
此
字
〔10 ‒42 ‒a
〕
爲
足
利
本
岳
本
等
作
謂
○
鄭
阮
本
郕
〔10 ‒42 ‒b
〕
亦
足
利
本
集
説
譬
〔10 ‒43 ‒a
〕
衰
阮
本
哀
〔10 ‒43 ‒b
〕
母
諸
本
毋
下
同
